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田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

全
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
取

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

     

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
神
光
正

吉
胡
区
自
治
会	

	

菰
田
昭
洋

木
綿
台
区
自
治
会	

	

渡
邊　
勉

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

久
保
利
夫

浦
区
自
治
会	

	

鈴
木
常
雄

西
浦
区	

	
	

市
林
義
教

波
瀬
区	

	
	

濵
千
代
邦
男

姫
見
台
自
治
会	

	

飯
田
豊
弘

片
浜
自
治
会	

	

鈴
木
利
昌

白
谷
区	

	
	

鈴
木
正
佳

光
崎
区	

	
	

小
林
達
郎

片
西
自
治
会	

	

三
浦
清
司

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
邉
曉
雄

巴
江
町
内
会	

	

鈴
木
敏
之

一
番
東	

	
	

山
本
芳
則

一
番
西	

	
	

北
島
利
明

三
番
組	

	
	

八
木　
孝

四
番
組
東	

	

藤
城
克
夫

四
番
組
西	

	

中
村　
高

四
番
組
南	

	

鈴
木
和
彦

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

山
本
憲
志

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

鈴
木
吉
春

萱
町
町
内
会	

	

藤
井
正
剛

萱
町
一
区	

	

藤
井
正
剛

萱
町
二
区	

	

鬮
目　
温

萱
町
三
区	

	

柴
田
敦
之

本
町
自
治
会	

	

加
藤　
均

新
町
町
内
会	

	

今
泉
隆
一

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

伊
藤
雅
祥

加
治
区
自
治
会	

	

杉
原
敏
一

衣
笠
町
内
会	

	

白
井
哲
男

八
軒
家
町
内
会	

	

加
子
吉
主

藤
七
原
町
内
会	

	

金
田
信
芳

鎌
田
町
内
会	

	

樋
口
雄
士

東
滝
頭
地
区	

	

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会	

	

大
久
保
通
夫

地
域
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◦会長
山本五夫
（福江）

◦副会長
浅野正三
（神戸）

◦副会長兼会計
彦坂辰夫
（赤羽根）

田原市
地域コミュニティ連合会

連 合 会 長
コミュニティ
協 議 会 長
自 治 会 長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

安
田
一
正

長
上
区	

	
	

河
合
克
之

久
美
原
区	
	

鈴
木
良
尚

浜
田
区	

	
	

井
坂
育
男

百
々
区	
	

	

小
林
勝
広

新
浜
自
治
会	

	

田
村
繁
行

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

浅
野
正
三

川
岸
町
内
会	

	

大
岩
光
広

漆
田
一
区	

	

鈴
木　
努

漆
田
二
区
自
治
会	

	

鈴
木
邦
男

漆
田
三
区
自
治
会	

	

井
川
雅
夫

東
赤
石
自
治
会	

	

髙
和　
玲

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

近
藤
和
仁

市
場
区	

	
	

河
邉
鈴
男

青
津
区	

	
	

浦
野
髙
男

希
望
が
丘
自
治
会	

	

中
神
生
男

赤
松
区	

	
	

河
合
文
浩

志
田
区	

	
	

仲
井
幹
昌

新
美
区	

	
	

伊
藤　
淳

南
町
区	

	
	

中
島
章
好

谷
ノ
口
区	

	

福
井
克
仁

東
ヶ
谷
区	

	

福
井
清
德

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
原
喜
郎

大
草
地
区	

	

寺
田
正
勝

大
草
団
地
地
区	

	

河
合
正
二

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

岡
田
惣
二

相
川
自
治
会	

	

大
岩
代
積

谷
熊
自
治
会	

	

田
中
信
之

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

鐘
ヶ
江　
克

豊
島
自
治
会	

	

白
井
英
俊

御
殿
山
自
治
会	

	

豊
田
篤
士

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

冨
田
雅
則

大
久
保
区
自
治
会	

	

中
泉
芳
晴
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地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
大河 寿文

◦副団長
中神 通文

◦副団長
渡會 晃敏

◦副団長
田中 正規

◦東部分団 分団長 中川　悟
副分団長 西山 恭弘

◦神戸分団 分団長 河合 俊幸
副分団長 藤城 克章

◦南部分団 分団長 大場 進也
副分団長 鈴木 隆弘

◦野田分団 分団長 渥美 克寿
副分団長 藤井 哲也

◦中部分団 分団長 榎本 健太
副分団長 長谷川 和也

◦童浦分団 分団長 中神 和摩
副分団長 立岩 靖教

◦赤羽根分団
分団長 杉原 康文
副分団長 大羽 俊輔
副分団長 鈴木 淳平

◦泉分団 分団長 鈴木 基宏
副分団長 藤村 威志

◦福江分団

分団長 川口 拓馬
副分団長 鈴木 敬博
副分団長 森下 靖士
副分団長 井本 草野

◦伊良湖岬分団
分団長 小久保 佑樹
副分団長 間瀬 勝哉
副分団長 粕谷 隆太

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

渥
美
昌
彦

芦
自
治
会	

	

中
神
徹
史

南	
	

	

白
井
秀
典

彦
田	

	
	

亀
田
和
幸

雲
明	

	
	

河
合　
太

保
井	

	
	

河
邉
和
幸

東
馬
草	

	
	

橋
詰
政
範

山
ノ
神	

	
	

富
田　
成

西
馬
草	

	
	

山
田
直
敏

今
方	

	
	

河
合
良
尚

北
海
道	

	
	

河
合
孝
幸

市
場	

	
	

河
合
哲
郎

仁
崎	

	
	

河
邉
親
夫

ほ
る
と
台	

	

山
本
真
敬

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
城
孝
行

高
松
区	

	
	

藤
城
孝
行

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

彦
坂
辰
夫

赤
東
区	

	
	

宮
下
剛
高

赤
中
区	

	
	

横
田
直
之

赤
西
区	

	
	

鈴
木
健
文

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

渡
邊
康
良

池
尻
区	

	
	

杉
原
要
太
郎

若
見
区	

	
	

伊
藤
文
久

越
戸
区	

	
	

林　
宏
恭

◆
和
地
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
英
雄

和
地
自
治
会	
	

河
合
康
仁

土
田
自
治
会	
	

青
山
博
光

◆
堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	
	

	

木
邨
龍
雄

堀
切
自
治
会	

	

渡
會
幸
久

小
塩
津
自
治
会	

	

山
口
文
隆

◆
伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

齋
藤
末
広

伊
良
湖
自
治
会	

	

小
久
保　
毅

日
出
自
治
会	

	

小
久
保
順
一

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

真
野
多
正

亀
山
自
治
会	

	

桑
名
俊
一

西
山
自
治
会	

	

竹
内
直
樹

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
川　
悟

中
山
自
治
会	

	

鈴
木
雅
也

小
中
山
自
治
会	

	

鬼
頭
温
文

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
五
夫

長
沢
自
治
会	
	

石
本
健
一

福
江
自
治
会	
	

大
藤
尚
弘

保
美
自
治
会	

	

鵜
飼
直
行

向
山
自
治
会	

	

石
井
邦
広

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

福
田
佳
子

山
田
自
治
会	

	
亀
井
賢
二

高
木
自
治
会	

	
木
村
義
隆

折
立
自
治
会	

	
杉
浦
正
和

古
田
自
治
会	

	

青
木
康
広

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
内
敏
久

宇
津
江
自
治
会	

	

千
賀
哲
次

江
比
間
自
治
会	

	

渡
邉
勝
人

八
王
子
自
治
会	

	

大
久
保
正
敏

村
松
自
治
会	

	

高
平
敏
彦

馬
伏
自
治
会	

	

浅
井
恵
一

伊
川
津
自
治
会	

	

松
下
雅
人

石
神
自
治
会	

	

藤
村
巳
好

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

浜
田
浩
明

（敬称略）

地域活動にご協力ください。
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４
月
27
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
田
原
市

長
選
挙
は
、４
月
14
日（
日
）の
告
示
日
に

お
い
て
、立
候
補
届
出
者
が
１
人
で
あ
っ

た
た
め
、無
投
票
と
な
り
、山
下
政
良
氏
が

再
選
し
ま
し
た
。任
期
は
４
月
28
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
27
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

ま
た
、４
月
29
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、３
月
29

日（
金
）の
告
示
日
に
お
い
て
、立
候
補
届

出
者
が
１
人
で
あ
っ
た
た
め
、無
投
票
と

な
り
、山
本
浩
史
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。任

期
は
４
月
30
日
か
ら
令
和
５
年
４
月
29
日

選
挙
結
果　
田
原
市
長
選
挙

愛
知
県
議
会
議
員一般
選
挙

４
月
４
日（
木
）、市
内
中
学
校
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。福

江
中
学
校
で
は
、３
月
31
日
に
72
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
伊
良
湖
岬
中
学

校
の
生
徒
も
新
た
に
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、久
瀬
校
長
先
生
か
ら
市

内
の
中
学
校
で
は
初
と
な
る
ブ
レ

ザ
ー
タ
イ
プ
の
制
服
や
、旧
伊
良
湖

岬
中
学
校
区
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
登
下
校
す
る
た
め
に

改
築
さ
れ
た
正
門
周
辺
、東
三
河
初

と
な
る
地
域
と
学
校
が
一
体
に
な
っ

て
運
営
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、統
合
を
契
機
に
昨
年
度

ま
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
き
ら
り
福
中
」

を
変
更
し「
す
ま
い
る
福
江
」を
新
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
統
合
に
よ
り
、５
つ
の
小
学
校（
亀

山
・
中
山
・
福
江
・
清
田
・
伊
良
湖
岬
）

か
ら
生
徒
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た

福
江
中
学
校
は
、新
た
な
歴
史
を
刻

み
始
め
ま
し
た
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23‐３
５
３
０

す
ま
い
る
福
江

新
生 

福
江
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
23‐３
５
０
６

▲スクールバス乗り入れのため、一新された正門

▲市内初のブレザータイプの制服

▲校長先生から発表された新スローガン

▪
愛
知
県
議
会
議
員
に

　
山や
ま
も
と本

　
浩ひ
ろ
し史

氏

▪
田
原
市
長
に

　
山や
ま
し
た下

　
政ま
さ
よ
し良

氏

令和元年5月  広報たはら │    │4



※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

阿南町（友好都市）
・道の駅信州新野千石平では、大好きな御幣餅とリンゴ

を食べました。美味しかったです。
・かじかの湯、良い温泉です。また行きたくなるところで

すね。

宮田村（友好都市）
・信州マルス蒸留所に立ち寄り、ウイスキーの製造を見

学、南信州ビールをお土産に購入し楽しい思い出がで
きました。

・こまゆき荘は、温泉も景色も素晴らしかったです。

海のまち・山のまち交流スタンプラリー
　「海のまち」である田原市は、異なる環境を持つ３つの

「山のまち」と交流を行っています。
　家族みんなでスタンプラリーに参加し、それぞれの「山
のまち」に出掛けてみませんか？新しい発見と感動があり
ますよ。
期間＝令和２年3月６日（金）まで
内容＝応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各１つ以
上、スタンプを集めてください。
応募＝応募用紙に必要事項を記入の上、田原市
企画課へ直接または郵送にて
賞品＝国内旅行券、図書カード、海と山のまち
の特産品、ラリースポット協賛プレゼントなど
【田原市内のラリースポット】
道の駅（田原めっくんはうす、あかばねロコステーショ
ン、伊良湖クリスタルポルト）、蔵王山展望台、サンテパ
ルクたはら
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各

ラリースポットにある応募用紙をご覧ください。
▶企画課☎23‐３５07

地
域
資
源
や
新
た
な
魅
力
を
発
掘
・
発

見
し
、本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
動
画
と
し

て
発
信
す
る
た
め
、コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▪
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
概
要

◦
応
募
資
格

特
に
な
し
。個
人
、団
体
、プ
ロ
、ア
マ
な

ど
問
い
ま
せ
ん
。

◦
審
査
基
準

◦
渥
美
半
島
の「
い
い
ね
！
」と
い
う
も
の

で
あ
る
か（
田
原
市
の
魅
力
を
表
現
し

た
も
の
か
）

◦
イ
ン
パ
ク
ト
、面
白
さ
、感
動
な
ど
見
る

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
か

◦
動
画
を
見
て「
田
原
市
に
行
き
た
い
、住

み
た
い
」と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
か

◦
応
募
作
品
規
格

◦
田
原
市
の
素
材（
風
景
な
ど
）を
活
用
す

る
こ
と

◦
作
品
時
間
は
①
30
秒
以
上
90
秒
以
内
の

部
、②
15
秒
の
部

◦
応
募
者
が
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
、他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し

て
い
な
い
も
の

◦
表
現
方
法（
実
写
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

写
真
ス
ラ
イ
ド
な
ど
）は
不
問

◦
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
、m

o
v

ま
た
は

w
m

v,m
pg(m

peg),avi,m
p4

の
い

ず
れ
か

◦
画
像
比
率
は
16：９
、画
質
は
Ｈ
Ｄ
以
上

◦
応
募
方
法

令
和
２
年
２
月
28
日（
金
）ま
で
に
応
募

用
紙
と
映
像
デ
ー
タ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で

提
出（
１
作
品
に
つ
き
応
募
用
紙
は
１

枚
）

◦
賞・賞
金

◦
最
優
秀
賞　
賞
金
５
万
円（
各
１
点
）

◦
優
秀
賞　
　
賞
金
２
万
円（
各
２
点
）

※
未
成
年
者
に
は
同
額
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

◦
注
意
事
項

◦
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
お
よ
び
デ
ー
タ

記
憶
媒
体
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
作
品
の
制
作
費
・
送
料
な
ど
一
切
の
費

用
は
、応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
地
域
創
生
課
☎
27‐７
９
７
８

設楽町（姉妹都市）
・道の駅つぐ高原グリーンパークは空気も景色もきれ

いでリフレッシュ出来ました！
・アグリステーションなぐらと田峯特産物直売所に寄り

ました。五平餅おいしかったです！

田原市・設楽町・長野県阿南町・長野県宮田村		 	 	       　 1004911

田
原
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

動
画
作
品
を
募
集
！

１
０
０
３
６
９
８
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　　 市政ほーもん講座1

  市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出前講座
「市政ほーもん講座」で紹介しています。市内の団体（地域組
織・市民団体・事業所など）を対象に、市役所の職員が皆さんの
ところへ伺い、お話しをします。研修会や勉強会などにぜひご利
用ください。

◦対象＝おおむね10名以上の市内の団体（地域組織・事業所
も可）
◦開催場所＝申込団体で用意
◦開催日時＝希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前９時～
午後９時）
◦講座内容＝申込書に掲載
◦申込＝開催希望日の１カ月前までに、申込書に必要事項を
記入の上、直接またはＦＡＸ・Ｅメールにて
※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民センターで配布
の他、各市民館にも設置しています。
　また、市HPからもダウンロードできます。

▶広報秘書課
〒441-3492（住所不要）☎22-0138  23-1691

 koho@city.tahara.aichi.jp 

本
市
に
在
住
す
る
外
国
人
住
民
の
た

め
に
Ａ
４
サ
イ
ズ
、両
面
刷
り
の

多
言
語
情
報
紙
を
３
カ
月
に
一
度
、発
行

し
て
い
ま
す
。

▪
表
記
言
語

　
や
さ
し
い
日
本
語
、中
国
語
、タ
ガ
ロ
グ　
　

語
、ベ
ト
ナ
ム
語
、英
語
の
５
カ
国
語

※
他
の
言
語
も
今
後
、追
加
予
定

▪
内
容

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
便
利
な
生
活
情

報
な
ど

▪
配
架
場
所

　

市
内
の
外
国
人
技
能
実
習
生
が

所
属
す
る
監
理
団
体
や
小
中
学
校
、

市
役
所
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
図
書
館

な
ど
の
公
共
施
設

※
市
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載

▪
そ
の
他

　

市
内
で
働
く
外
国
人
技
能
実
習

生
が
い
る
監
理
団
体
や
、事
業
主
の

方
で
配
布
を
希
望
す
る
方
は
、電
話
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、氏
名
、住
所
、電
話

番
号
、実
習
生
の
人
数
・
国
籍
、希
望
の
配

布
部
数・形
式（「
郵
送
」ま
た
は「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

メ
ー
ル
」の
い
ず
れ
か
）を
明
記
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課　
☎
22‐0
１
３
８

kokusai@
city.tahara.aichi.jp

５
カ
国
語
で
た
は
ら
の
情
報
を
発
信
中

多
言
語
情
報
紙
を
ご
存
じ
で
す
か
？１

０
０
５
６
３
４

出前
講座日本観光ポスターコンクール

観光庁長官賞受賞
　第67回日本
観光ポスター
コンクールにお
いて、渥美半
島観光ビュー
ローの4枚組
ポスター「渥
美半島田原
市の四季の魅
力」が、観光庁
長官賞を受賞
しました。この
コンクールは、
観光宣伝ポスターの資質向上などを目的とし
て、（公財）日本観光振興協会が主催するも
のです。
　今回受賞したポスターは、年間を通して温
暖な本市の魅力を知ってもらおうと「肌で、
たのしむ」をコンセプトに、写真ロケ地の空
気を表現しようと温度とキャッチコピーを組
み合わせてデザインした４枚組です。
▶渥美半島観光ビューロー☎23-３５１６

▲多言語情報紙

市ＨＰの
ＱＲコード

1001527
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よ
る
呼
び
掛
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

避
難
に
支
援
や
配
慮
が
必
要
な
方
の
把

握
や
避
難
体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

地
震
避
難
所
と
な
る
六
連
小
学
校
に
は
水

や
食
料
な
ど
の
備
蓄
品
が
な
い
た
め
、市
や

学
校
と
連
携・強
化
し
な
が
ら
備
蓄
品
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
な
が
ら
、地

域
全
体
で
防
災
活
動
を
実
施
し
、防
災
意

識
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

▪
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯（
3
月
末
現
在
）】

　
２
１
７
８
名　
７
３
７
世
帯

【
概
要
】

　
本
市
の
西
北
に
位
置
し
、福
江
市
街
地
の

東
側
で
、山
田
、高
木
、折
立
、古
田
の
４
自

治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
活
動
テ
ー
マ
】

　
「
安
ら
ぎ
の
あ
る
、安
心
で
安
全
な
清
田
」

【
主
な
活
動
内
容
】　

　
❶
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

　
❷
防
災
台
帳
更
新

　
❸
危
険
箇
所
点
検
、避
難
ル
ー
ト
見
直
し

　
❹
女
性
用
品
の
備
蓄
な
ど

【
活
動
成
果
】

　
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
で
は
、清
田
小

学
校
に
役
員
68
名
が
集
ま
り
、避
難
者
名

簿
作
成
や
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
訓
練
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。校
区
全
体
で
の
訓

練
を
行
う
こ
と

で
、組
織
の
中

で
の
自
分
の
役

割
を
確
認
し
、

お
互
い
を
知
る

き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。訓

練
の
中
で
、女
性
用
品
が
全
く
整
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、各
地
区
の
災
害
用

物
資
と
し
て
備
蓄
し
ま
し
た
。

　
防
災
台
帳
は
、災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、自
治
会
行
事
を
行
う
際
に
も
役
立
つ
内

容
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
合
っ
た
も
の

を
作
成
し
、市
民
館
で
書
面
で
保
管
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
地
区
で
危
険
な
場
所
を
点
検

し
、危
険
箇
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

避
難
ル
ー
ト
を
見
直
し
た
地
区
で
は
、更
新

し
た
避
難
マ
ッ
プ
を
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

　
避
難
所
の
ト
イ
レ
や
食
事
な
ど
、配
慮
が

必
要
な
場
面
で
は
、女
性
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
避
難
所
運
営
が
重
要
で
あ
る
た
め
、自

主
防
災
組
織
への
女
性
の
参
画
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、訓
練
を
毎
年
行
い
、避
難
所
を

運
営
で
き
る
人
材
を
充
実
さ
せ
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
意

識
の
向
上
を
図
って
い
き
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課　
☎
23‐３
５
４
８

市
内
で
は
、全
地
区
に
自
主
防
災
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

昨
年
度「
自
主
防
災
活
動
推
進
地
区
」と
し

て
、六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
清
田

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん

だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯（
3
月
末
現
在
）】

　
１
６
５
４
名　
５
８
２
世
帯

【
概
要
】

　
本
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、長
上
、久
美

原
、浜
田
、百
々
、新
浜
の
５
自
治
会
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
活
動
テ
ー
マ
】

　
「
災
害
に
強
い
町
を
造
ろ
う
」

【
主
な
活
動
内
容
】

　
❶
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦

　
❷
防
災
台
帳
の
整
備

　
❸
避
難
訓
練・避
難
所
開
設
訓
練

　
❹
各
種
防
災
啓
発
活
動（
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
講
習
、　　
　

　
　
運
動
会
で
の
防
災
競
争
）な
ど

【
活
動
成
果
】

　
避
難
訓
練
で
は
、地
震
発
生
放
送
後
、自

治
会
ご
と
に
集
合
し
、指
定
避
難
所
の
六
連

小
学
校
へ
向
か

い
ま
し
た
。そ
の

際
、避
難
時
に

支
援
が
必
要
な

人
の
搬
送
に
リ

ヤ
カ
ー
を
使
う

な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
た
。

　

避
難
所
開
設
訓
練
で
は
、役
員
は
避
難

者
の
受
け
付
け
や
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
行
う
中
で
、役
割
分
担
を
明
確
に
し
、ス

ム
ー
ズ
に
避
難
所
運
営
を
す
る
た
め
に
協

力
し
合
う
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
、他
の
参

加
者
も
避
難
生
活
の
場
と
な
る
体
育
館
に

入
る
こ
と
で
狭
さ
や
過
ご
し
に
く
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、従
来
の
世
帯
台
帳
に「
血
液
型
」

「
日
中
の
居
場
所
」「
災
害
時
の
協
力
体
制

（
災
害
時
に
役
立
つ
資
格
な
ど
の
有
無
の

確
認
）」な
ど
の
情
報
を
加
え
た
防
災
台
帳

と
し
て
再
整
備
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

　
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
の
結
果
、家
屋

の
耐
震
診
断
や
家
具
の
転
倒
防
止
が
未
実

施
の
世
帯
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
、回
覧
に

自
主
防
災
会
で
守
る
！

『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
分
た
ち
の
ま
ち
』

◦避難者の情報整理を行う

◦リヤカーを使って避難
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　平成30年度田原
市教育委員会表彰
表彰式が市役所講堂
で行われ、本市の教
育振興に貢献された
10名の方に功労賞
が、大会などで活躍
された26名・3団体
の方に殊勲賞が贈ら
れました。（氏名順不
同、敬称略）

【功労賞】▶文化の振興に貢献／戸田巻
まきよし
良／小林カヨ子

こ
／森下静

しず こ
子／金子智

とも こ
子　▶スポーツの振興に貢献／藤井

清
せいじ
二／山本勉

つとむ
／飯尾一

かずみ
美／森治

おさみ
巳／皿井一

いちろう
郎／山田敦

あつし

【殊勲賞】▶第45回全日本中学校陸上競技選手権大会（1500ｍ）１位／吉居駿
しゅんすけ
恭 ▶第40回東海中学校総合体育大

会（800ｍ）５位／萩原さや ▶第39回愛知県ジュニアオリンピック陸上競技大会兼第49回ジュニアオリンピック
陸上競技大会愛知県代表選考会（Ｂ女子走幅跳）１位／菅沼瑠

る り
璃 ▶同大会（A男子3000ｍ）1位／中村悠

はると
人 ▶同大

会（Ｃ女子オープン100ｍＨ）１位／河合姫
きらら
星 ▶同大会（Ｂ男子走幅跳）１位／田中瑛

あきひと
一 ▶第53回全日本サーフィ

ン選手権大会（ガールズクラス）４位／都築虹
ななほ
帆 ▶第34回全国小学生陸上競技交流大会（男子ジャベリックボー

ル投）８位／鬼頭孝
こうせい
征 ▶第４回東海小学生陸上競技大会（共通女子ジャベリックボール投）１位／河合南

な な
菜▶同大

会（５年男子100ｍ）2位／巻口周
しゅうへい
平 ▶同大会（５年女子100ｍ）4位／渥美紅

くれは
芭 ▶同大会（共通男子走高跳）8位／

嶋谷公
こうき
希 ▶同大会（共通女子走幅跳）8位／山上夢

ゆめの
乃 ▶第２１回東海小学生ソフトテニス選手権大会（男子団体の

部）優勝／坂口生
いくま
磨 ▶同大会（男子団体の部）優勝／石灘蒼

そうえい
瑛 ▶第12回西日本小学生ソフトテニス大会（男子団

体の部）優勝／鈴木唯
ゆいと
斗 ▶同大会（男子団体の部）優勝／大和朔

さくや
也 ▶第30回東海小学生バドミントン選手権大会

（個人戦６年女子ダブルス）2位／伊藤衣
いさと
里 ▶同大会（個人戦４年男子ダブルス）3位／片山結

ゆうた
太 ▶第36回全日本

級別サーフィン選手権大会（メン３rdクラス）3位／中村海
かいま
満 ▶第21回東海高等学校新人陸上競技選手権大会（男

子やり投げ）６位／河邉大
そ ら
空 ▶平成30年度全国高等学校総合体育大会（弓道競技女子個人）優勝／河合琴

ことね
音 ▶第

66回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会（3000ｍＳＣ）７位／近藤聖
さとし
志 ▶同大会（10000ｍ）2位／ニコラス・

コシンベイ ▶第72回福岡国際マラソン選手権優勝／服部勇
ゆうま
馬 ▶改組新第５回日展第３科（彫刻）特選／岡本和

かずひろ
弘 

▶第72回愛知県中学校総合体育大会（低学年女子4×100ｍリレー）１位／田原中学校陸上競技部【小松璃
り の
野、伊藤

千
ちなつ
夏、西尾帆

ほ の か
乃花、田中愛

あ や
彩】 ▶第34回全国小学生陸上競技交流大会（4×100ｍリレー）１位／田原陸上クラブ【伊

藤朝
あさいち
一、夏目良

よしもと
幹、眞田あこ、髙津采

さ り
里、渡邉栞

かんな
夏、佐藤俐

り あ
有、花井愛

ま い
唯】 ▶第35回東海小学生リレー競走大会（4×

100ｍリレー）１位／田原陸上クラブ【中神正
まさひろ
博、林天

てんしろう
志郎、河邉一

かずひで
秀、西山悠

ゆうが
雅、鈴木琉

りゅうせい
聖、吉田康

こうた
汰】 

文化やスポーツで
活躍・貢献

3/25
［月］
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　福江高校と田原市商工会、渥美商工会、渥美半島観
光ビューロー、田原市が田原市観光まちづくり教育
に関する連携協定を結びました。この協定は、観光ま
ちづくりの分野で、相互に連携・協力するもので、福
江高校「観光ビジネスコース」の生徒たちを、地域社
会に貢献できる人材として育成していきます。

　鳥羽伊良湖観光交流イベント
「鳥羽ＶＳ伊良湖勝つのはどっ
ち？Ｖｏｌ．５」が伊良湖港緑地公
園で開催されました。対決では、「カ
キと大アサリの食べ比べ」「綱引き
対決」など５つの種目が行われま
した。結果は引き分けとなったた
め、両市の代表者がじゃんけんを
し、軍配が上がった鳥羽市が次回
開催地となりました。

　田原市と関係団体が連携し、市内の空き
家等対策を進めるために空き家等対策に関
する協定の締結式を行いました。この協定
により、多岐に渡る空き家の問題を解決す
るため、専門家による空き家所有者からの
相談窓口の設置や、市の抱える空き家に関
する具体的事例への助言などを受けること
ができるようになりました。

▲【写真左から】田原市シルバー人材センター豊田会長、愛知県行政書士会前田会長、愛
知県弁護士会西山副会長、山下市長、愛知県司法書士会和田会長、（公財）愛知県宅地
建物取引業協会東三河支部太田監査役、愛知県土地家屋調査士会老松東三支部長

観光産業を担う
若き人材を育成

3/28
［木］

▲【写真左から】渥美半島観光ビューロー長神事務局長、渥美商工会森下
会長、福江高等学校寺田校長、山下市長、田原市商工会河合会長

勝負は接戦
海を越えた対決

3/24
［日］

▲両市を結ぶ伊勢湾フェリーの係留ロープで行った「綱引き対決」

一致団結
空き家問題を解決へ

3/27
［水］
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親子２代
最高賞受賞

3/25
［月］

　「愛知のふるさと食品コンテスト」で最優秀賞
を受賞したTAHARADIP（タハラディップ）（彩
農園・中内田明子さん）が愛知県代表として全国
大会「優良ふるさと食品中央コンクール」におい
て、新製品開発部門の（一財）食品産業センター
会長賞に選ばれました。中内田さんは「田原はお
いしい農産物がたくさん。田原の風土が作り上
げた商品」と報告しました。

田原産の野菜で
健康でおいしい食生活を

3/18
［月］

　天皇陛下御在位三十年記念第30回
技能グランプリで川口木工所の川口博
敬さんが金賞である厚生労働大臣賞を
受賞し、山下市長へ報告に訪れました。
「毎晩反復練習を繰り返し、結果につな
がったことがうれしい」と話す川口さんに、
山下市長は「次の世代へ伝承していって
ほしい」と期待を込めて祝福しました。

　100周年を迎えたトヨタ紡織（株）から、笠
山（災害時指定一時避難場所）に向かう避難
経路の一部にＬＥＤソーラー街路灯を寄付し
ていただきました。「100年お世話になった
地域へ、次の100年も共に歩んでいきたい」
と加藤常務理事は話し、「従来のソーラー街
路灯より3倍明るいので、非常時に大変役
に立つ」と山下市長は感謝を述べました。

100年先へ
田原への恩返し

3/27
［水］

▲感謝状を受け取る加藤常務理事（写真右）と山下市長

▲表彰状を持つ中内田さん（写真右）と山下市長

▲建具の説明をする川口さん（写真右）と山下市長
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　田原福祉専門学校で平成31年
度入学式が行われました。石川校
長の式辞や山下市長の祝辞の後、
新入生19名を代表して高橋きら
りさんが誓いの言葉を述べまし
た。新入生は、地域行事への参加や
田原学などを通じ、田原の歴史や
文化に触れながら介護福祉士にな
るため講義や実習に励みます。

　戦没者追悼式が田原市総合体育館で開催
されました。この式典は、平和の尊さを後世に伝
えるために、市の主催で無宗教で行われていま
す。遺族や関係者の方など約400名が参列し、
2,227柱の英霊に黙とうや献花をささげ、これか
らも平和が続くことを願いました。

平和の尊さ
次世代へ語り継ぐ4/12

［金］

育て！
未来の介護福祉士

4/2
［火］

　「愛のココナッツメッセージＰＡＲＴ３1」やし
の実対面式が日出園地で開催されました。昨
年６月に石垣島から投流したやしの実115個の
うち、3個が鹿児島県と宮崎県の海岸に漂着。
このうち、やしの実の購入者と拾った方２組が
招待され、対面を果たしました。山下市長は「こ
のご縁を大切にしてほしい」と話しました。

出会いを繋ぎ31回
黒潮が運んだ縁

4/6
［土］

▲石垣島から流れ着いたやしの実を手に対面した皆さん

▲式辞を述べる石川祐子新校長

▲戦没者への追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

▲開会のあいさつをする佐藤監督

▲低学年と準備体操をする選手ら

▲中学生以上に指導する選手ら

▲子どもにハンドケアを教える団員

▲幼児安全法の講習をする団員

大使発

ジャムくん（5歳）
マルチーズ×トイプードル♂

（神戸町 小澤さん）

　田原市ふるさと大使として活躍している佐藤敏信さ
ん（トヨタ陸上長距離部監督）の近況を報告します。

■第１１回トヨタ・ランニング教室
　3月24日（土）、白谷海浜公園陸上競技場で、田原市ふ
るさと大使（渥美半島応援大使）のトヨタ自動車陸上長距
離部の佐藤敏信監督と日本陸上長距離界のトップクラス
のトヨタ自動車陸上長距離部の選手による「第１１回トヨ

タ・ランニング教室」が開催されました。
　今回の講師は、元日のニューイヤー駅伝で活躍した選手をはじめ、東京マラ
ソンで5位（日本人選手トップ）の堀尾選手、世界クロスカントリー選手権大会の
日本代表の西山選手を含むマラソン、トラック競技で活躍する選手たちです。
　教室には、小学生から高校生まで約２００名が参加し、それぞれの年齢に
適したウォームアップのやり方や器具などを活用した歩く・走る基本動作を
学んだり、選手たちとの触れ合いやミニゲーム、ミニ駅伝をしたりしました。
自己記録の更新に挑戦したタイムトライアルは、小学生以上が全員参加し、
各グループのペースメーカーをトヨタの選手たちが務める中、一生懸命走
る子どもたちに佐藤監督がマイクを通して声援を送っていました。
　チームのキャプテンである大石選手は、今後の抱負として、選手個人のレベ
ルアップとチーム力の底上げをし、来年元日のニューイヤー駅伝で王者奪還
を果たすこと、MGC（2020東京五輪マラソン日本代表選考会）での代表権獲
得すること、そして、さまざまな大会で活躍したいと話してくれました。

田原市ふるさと大使　活躍中！！

小澤 琉生くん
る　い

3歳
神戸町

水野 睦士くん

1歳
加治町

りく  と

　田原市赤十字奉仕団は、多岐にわたり活動をしています。市の総合防災訓練で炊き出し
訓練の実施や、地域や小・中学校へ出向き、避難所で子どもたちにもできるハンドケアなど
のリラクゼーション講習の実施、毎年12月にはＮＨ
Ｋ海外たすけあい街頭募金を実施しています。
　また、市民緑花まつりや福祉のつどいなど、市民
が集う場所に出向き、日本赤十字社の成り立ちや
活動紹介などパネル展示による広報活動や、田原
市赤十字奉仕団の活動（防災訓練の様子や避難所
生活で必要となるアルファ化米による炊き出しな
ど）を写真を交えて紹介しています。
　活動に興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

■市民緑花まつりにて赤十字親子教室を開催
　５月４日（土・祝）に開催された市民緑花まつりで、
小学生とその親を対象に、赤十字親子教室を実施し
ました。子どもたちにも関心を持ってもらうために防
災に関する紙芝居の読み聞かせをはじめ、リラク
ゼーション、幼児安全法、健康生活支援講習を行い
ました。

田原市赤十字奉仕団を知っていますか？

田原市赤十字
奉仕団

（地域福祉課）
☎２３-3512

［投稿者］

　赤羽根地区まちづくり推進委員会は、「赤羽
根ってとっても良いところだよ」といえる「まち」を
目指して活動しています。題名の「ほんに赤羽根
よいところ」は夏祭りで踊られる赤羽根音頭から
引用したものです。マップは「住んで良し、来て良
しの魅力あるまちを紹介しよう！」をテーマに作ら
れたもので、観光に使えるだけでなく、手に取っ
て訪れた方が赤羽根に住みたくなるような、ま
た、新しく住民になった方へのガイドブックとなる
ような内容となっています。
　ぜひ、マップを片手に赤羽根にお越しください！

「ほんに赤羽根よいところマップ」を作りました！

赤羽根地区
まちづくり
推進委員会

（赤羽根市民館）
☎45-5210

［投稿者］

▲赤羽根地区まちづくり実行委員会の会員と
　作成したマップ

わが家の
ペット
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　活動に興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

■市民緑花まつりにて赤十字親子教室を開催
　５月４日（土・祝）に開催された市民緑花まつりで、
小学生とその親を対象に、赤十字親子教室を実施し
ました。子どもたちにも関心を持ってもらうために防
災に関する紙芝居の読み聞かせをはじめ、リラク
ゼーション、幼児安全法、健康生活支援講習を行い
ました。

田原市赤十字奉仕団を知っていますか？

田原市赤十字
奉仕団

（地域福祉課）
☎２３-3512

［投稿者］

　赤羽根地区まちづくり推進委員会は、「赤羽
根ってとっても良いところだよ」といえる「まち」を
目指して活動しています。題名の「ほんに赤羽根
よいところ」は夏祭りで踊られる赤羽根音頭から
引用したものです。マップは「住んで良し、来て良
しの魅力あるまちを紹介しよう！」をテーマに作ら
れたもので、観光に使えるだけでなく、手に取っ
て訪れた方が赤羽根に住みたくなるような、ま
た、新しく住民になった方へのガイドブックとなる
ような内容となっています。
　ぜひ、マップを片手に赤羽根にお越しください！

「ほんに赤羽根よいところマップ」を作りました！

赤羽根地区
まちづくり
推進委員会

（赤羽根市民館）
☎45-5210

［投稿者］

▲赤羽根地区まちづくり実行委員会の会員と
　作成したマップ

わが家の
ペット
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　
和
地
地
区
は
、北
側
は
大
山
、南
側
は

太
平
洋
と
、豊
か
な
里
山
や
河
川
が
広
が

る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
住
み
や
す
い
地

区
で
す
。施
設
園
芸
が
盛
ん
で
、か
つ
て
は

「
電
照
菊
栽
培
日
本
一
の
地
帯
」の
代
表
地

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、近
年
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
み
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
後
世
に
残
す

農
地
の
確
保
、自
然
環
境
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
な
ど
も
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、和
地
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協

議
会
で
は
、「
世
代
を
超
え
た
人
の
和
と
地

の
利
を
活
か
す
里
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
夢
と
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▪
和
地
市
民
館
ま
つ
り

　

平
成
30
年
11
月
4
日（
日
）に
和
地
市

民
館
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、朝

か
ら
雨
が
降
っ

て
い
ま
し
た

が
、地
区
の
役

員
や
協
力
者
に

よ
る
唐
揚
げ
や

う
ど
ん
な
ど
の
販
売
、地
元
の
方
が
制
作
さ

れ
た
絵
画
な
ど
の
展
示
が
あ
り
、多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、伊
良
湖
岬
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
は
、非
常
に
迫
力
が

あ
り
、見
学
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
、

ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▪
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
体
験
教
室

　
地
域
の
つ
な

が
り
や
触
れ
合

い
、活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の

活
動
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
教

室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。　
　

　

昨
年
度
は
、フ
ェ
ル
ト
せ
っ
け
ん
作
り

や
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
、シ
ニ
ア
健
康
体

操
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
教
室

の
他
に
も
、Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
講
習
会
や
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、多
様
な
事
業
を
通
じ
て

交
流
を
広
げ
、地
域
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23-

３
５
０
４

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

「
市
民
活
動
団
体
交
流
事
業
」な
ど
の

提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
協
働
ま
ち

づ
く
り
事
業
補
助

金
に
今
年
度
新
し

く
創
設
し
た
事
業

テ
ー
マ「
市
民
活

動
団
体
交
流
事

業
」の
提
案
の
募

集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
規
団
体
活
動
補
助
金
を
活
用

し
た
事
業
の
二
次
募
集
を
同
時
に
行
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
市
民
活
動
に
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▪
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

●
通
常
枠（
補
助
対
象
経
費
10
万
円
以
上
）

【
事
業
テ
ー
マ
】市
民
活
動
団
体
交
流
事
業

　
多
数
の
市
民
活
動
団
体
が
一
堂
に
集
ま

り
、団
体
同
士
や
団
体
と
来
場
者
が
交

流
を
深
め
、活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
す
る
事
業
で
す
。

【
補
助
率
】２
分
の
１（
上
限
20
万
円
）

【
募
集
期
間
】５
月
７
日（
火
）～
６
月
28
日

（
金
）

【
選
考
方
法
】書
類
審
査・公
開
審
査
会

●
少
額
枠（
補
助
対
象
経
費
10
万
円
未
満
）

【
補
助
率
】２
分
の
１（
上
限
４
万
９
千
円
）

【
募
集
期
限
】令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

【
選
考
方
法
】書
類
審
査

▪
新
規
団
体
活
動
補
助
金（
二
次
募
集
）

　

新
た
に
設
立
し
た
市
民
活
動
団
体
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

【
補
助
率
】10
分
の
10（
上
限
５
万
円
）

【
募
集
期
間
】５
月
15
日（
水
）～
令
和
２
年

１
月
31
日（
金
）

【
選
考
方
法
】書
類
審
査

▪
共
通
事
項

【
応
募
方
法
】企
画
課
に
て
配
布
す
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
ま

た
は
郵
送
に
て
提
出
。申
請
書
は
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

１
０
０
１
０
５
２

▪
問
い
合
わ
せ

企
画
課
☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp 

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

和
地
地
区

◦ＡＥＤ講習会の様子

◦和太鼓演奏をする伊良湖岬中学
校の生徒たち

◦しみんのひろば（昨年の様子）
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　４年生では、総合的な学習の時間を中心に、環境学習を行ってい
ます。平成30年度は、アイシン環境プログラムを実施し、「シンパ
シーワークショップ（自然と自分たちのつながりを考える環境学
習）」などの講座を通して、海や川の生き物と人との関わりを考え
たり、自らの生活状況をエコの観点から振り返ったりしました。
　また、実際に白谷の海に出かけて、地域の方を講師に招いて海
の生き物について説明を受けたり、実際に海岸で海の生き物を観
察したりしました。
　これらのことから、子どもたち一人一人が、環境保全に向けた
取り組みを考え、学びを新聞にまとめました。その中で、多くの子
ども達が、自分たちのできるエコアクションとして、「白谷の海が
汚れて生き物が住めなくなる前に、海岸清掃に出掛けよう」と考
え、海岸清掃に出掛けました。
　海岸清掃を終えて子どもたちは、ペットボトルやビニール袋が
たくさん落ちていたり、遠くから流れ着いたごみが多かったりす
ることに気付きました。愛する地元の海を守ることで、日々の生活
の中からごみを出さないことの大切さも学ぶことができました。

　「二七の市のこと、聞いたことあるよ」「朝早く、お店が出ている
んだよね」「わたしは、はじめて聞いたな。どんなところだろう」
田原中部小学校の３年生では、夢育活動（総合的な学習）の時間
に、二七の市について勉強をしています。
　二七の市について、子どもたちは、家の人から聞いたり、イン
ターネットを使って調べたりしました。二七の市は昔からずっと
続いており、開催場所を変えながら今の場所に来たこと、家の人
が子どもの頃はもっとたくさんの店が出ていて、いろいろな物を
売っていたことなどを知りました。
　子どもたちは早朝、二七の市に出掛け、花や野菜を買いながら、
お店の方からいろいろな話を聞きました。お店の方たちも、「子ど
もたちが来てくれてうれしい」「昔は、もっとにぎやかだったよ」
などと笑顔で話してくれました。
　「二七の市がずっと続くといいね」「もっとお客さんが来てくれ
るといいね」と、子どもたちは、二七の市への思いを新たにし、自
分たちにできることは何かを考え動き出しています。みなさんも
ぜひ、二七の市へお出掛けください。

「地元の環境を学ぶ」
白谷の海を守ろう 童浦小学校

「歴史を学び、未来を考える」
みんな集まれ！二七の市 田原中部小学校

◦海の生き物を観察する児童

◦海岸でごみを拾う児童

◦おばあさんから昔のことを聞く児童

◦二七の市でインタビューする児童
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

委
員

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　
田
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
加

子
幸
子
さ
ん（
加
治
町
）の
任
期
が

満
了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
委

員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
１
日（
月
）に
開
催

さ
れ
た
田
原
市
公
平
委
員
会
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に

杉
浦
拡
さ
ん（
田
原
町
）が
、
委
員

長
職
務
代
理
者
に
山
本
晴
樹
さ
ん

（
伊
良
湖
町
）が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員

　
行
政
相
談
委
員
に
総
務
大
臣
か

ら
森
下
和
美
さ
ん（
小
中
山
町
）が

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

川
口
昌
宏
さ
ん（
豊
島
町
）、
本
田

則
子
さ
ん（
高
松
町
）が
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

募
集

田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
委
員   

１
０
０
５
５
９
２

対
象：
18
～
45
歳
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学　

勤
務
内
容：
年
６

回
程
度
の
会
議
出
席
／
田
原
市
民

ま
つ
り
の
企
画
・
運
営　
募
集
人

員：若
干
名　
採
用
期
間：６
月
中

旬
～
令
和
２
年
３
月
31
日　

賃

金：無
償　
選
考
方
法：書
類
選
考

申
込
締
切：６
月
７
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
員　

   

１
０
０
６
２
１
８

任
用
期
間
／
募
集
人
員：
６
月
１

日
～
令
和
２
年
３
月
31
日
／
１
名

対
象：要
問
い
合
わ
せ　
賃
金：月

額
16
万
円　

内
容：
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
な
ど
へ
の
訪
問
お
よ

び
支
援　

申
込
締
切：
５
月
24
日

（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐３
２
１
７

23‐３
５
４
５

登
録
調
査
員 

１
０
０
１
５
６
２

対
象：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る

方　

調
査
期
間：
お
お
む
ね
２
カ

月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月
程
度
）

調
査
エ
リ
ア：
市
内
の
指
定
す
る

範
囲　

業
務
内
容：
①
調
査
対
象

を
訪
問
、
調
査
票
回
答
の
依
頼
②

調
査
票
の
回
収　
※
事
前
説
明
会

あ
り　

報
酬：
３
～
５
万
円
程
度

（
統
計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
る
）

申
込
期
間：随
時　
そ
の
他：登
録

者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕
事

を
紹
介

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

夏
季
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
事
業
所

１
０
０
６
１
９
０

対
象：市
内
事
業
所
な
ど　
内
容：

午
後
８
時
～
10
時
の
2
時
間
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を

消
灯　

期
日：
６
月
21
日（
金
）～

７
月
７
日（
日
）［
予
定
］　
申
込
締

切：６
月
３
日（
月
）　
そ
の
他：ご

家
庭
で
も
不
要
な
照
明
は
小
ま
め

に
消
す
な
ど
、
省
エ
ネ
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
４

対
象：ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下

の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

調
査

期
間：９
月
末
ま
で　
調
査
場
所：

市
内　
内
容：身
近
な
水
辺
（
川
、

た
め
池
な
ど
）で
水
の
き
れ
い
さ
、

水
の
量
、
生
態
系
、
水
辺
の
様
子

の
調
査
・
報
告
／
五
感
で
水
の
色

や
に
お
い
な
ど
を
評
価
す
る
簡
単

な
も
の　

申
込：
市
環
境
政
策
課

お
よ
び
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
環
境

政
策
課
へ
直
接
提
出

主
催：
尾
張
・
西
三
河
・
東
三
河

地
域
水
循
環
再
生
地
域
協
議
会

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

お
し
ら
せ

加子 幸
ゆ き こ

子さん
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短
期
就
労
者
受
入
れ
を
希

望
す
る
農
業
経
営
者
な
ど

　
　
　
　
　

１
０
０
１
８
９
９

対
象：
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
農
業
経
営
者
な
ど　

内
容：
繁

忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
農

業
経
営
者
な
ど
の
た
め
に
、
求
職

者
に
対
し
て
短
期
労
働（
就
労
期

間
１
カ
月
以
内
）の
情
報
を
提
供

申
込：地
域
職
業
相
談
室（
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）に
あ
る
申
込

書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
55
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト 

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

教
室・救
命
胴
衣
着
用
体
験

 

１
０
０
６
２
２
２

日
時：５
月
18
日（
土
）・25
日（
土
）

／
【
伊
良
湖
発
】
午
前
９
時
30
分

便
【
鳥
羽
発
】
午
前
10
時
50
分
便

▼
田
原
ま
つ
り
会
館

☎
22‐７
３
３
７

田
原
市
音
楽
祭

１
０
０
１
１
３
１

期
日：６
月
１
日（
土
）・２
日（
日
）

場
所：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル　
入
場
料：無
料

▪
学
生
の
部

日
時：１
日（
土
）午
後
２
時
開
演

出
演：渥
美
農
業
高
校
吹
奏
楽
部・

成
章
高
校
吹
奏
楽
部
・
市
内
中
学

校
吹
奏
楽
部

▪
一
般
の
部

日
時：２
日（
日
）午
後
２
時
開
演

客
演：
白
井
崇
陽
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）　

出
演：
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教

室
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
渥
美
混

声
合
唱
団
、
田
原
市
吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23‐２
６
８
３
（
金
子
）

昭
和
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
７
月
７
日（
日
）午
後
１
時

30
分
開
演（
30
分
前
開
場
）　

場

所：田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演：北
海
道
歌
旅
座　
入
場
料：

１
０
０
０
円（
75
歳
以
上
※
要
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
）／
一
般

場
所：
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
船
内　
内

容：
船
内
で
普
段
経
験
す
る
こ
と

の
な
い
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
と
救

命
胴
衣
着
用
体
験　

受
講
料：
無

料（
別
途
、
乗
船
運
賃
が
必
要
）

申
込：当
日
、
受
付
に
て

▼
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

☎（
０
５
９
９
）26‐７
６
０
０

田
原
凧
ま
つ
り

１
０
０
４
０
９
３

期
日：５
月
25
日（
土
）・26
日（
日
）

▪
初
凧
祈
願
祭

日
時：25
日（
土
）午
前
10
時
～

場
所：
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
田
原
工

場
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
・
芝

生
広
場

▪
け
ん
か
凧
合
戦

日
時：
26
日（
日
）午
前
９
時
～　

場
所：田
原
市
総
合
体
育
館
周
辺

※
雨
天
時
は
、
６
月
２
日（
日
）に

延
期　
場
所：中
央
公
園

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化

会
館
に
て
事
前
展
示（
５
月
12
日

日
～
19
日
日
）

１
８
０
０
円　

チ
ケ
ッ
ト：
５
月

11
日（
土
）９
時
か
ら
田
原
文
化
会

館
に
て
販
売
／
12
日（
日
）か
ら
は

渥
美
文
化
会
館
で
も
販
売

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

講
座
・
教
室

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
４
８
９
３

対
象：
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
日
時：６
月

２
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午　
場

所：汐
川
干
潟（
豊
橋
市
杉
山
町
）

内
容：豊
橋
市
と
共
同
で
野
鳥
や
干

潟
の
生
き
物
の
観
察
会　
講
師：藤

岡
純
治
氏
・
エ
リ
子
氏　
定
員：50

名（
先
着
順
）　
参
加
料：無
料　
持

ち
物：長
靴
、ス
コ
ッ
プ
、タ
オ
ル
、

帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具　
申

込：５
月
17
日（
金
）ま
で
に
、電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
の
場
合
は
、
代
表
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
と
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１ 

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
８
５

（
０
５
３
２
）56‐５
５
７
７
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10
名（
抽
選
）　

持
ち
物：
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
バ

ス
タ
オ
ル
、
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル　

申
込：
６
月
30
日（
日
）ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
氏
名
・
性
別
・
住
所
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ

あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
23‐３
０
０
９

23‐３
９
７
０

生
活

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

１
０
０
３
６
８
２

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
隣
近
所
の
も
め
事
、
差

別
や
名
誉
棄
損
、体
罰
や
い
じ
め
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ⅴ
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時：
６
月
１
日（
土
）午
後
1
時

～
４
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

※
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
サ
ー
フ
ィ
ン

で
婚
活
」 　

 

１
０
０
６
２
０
５

対
象：
20
～
30
歳
代
の
健
康
な
独

身
男
女（
男
性
は
市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
／
女
性
は
地
域
不
問
）　

日
時：
７
月
21
日（
日
）午
前
11
時

～
午
後
５
時　

場
所：
太
平
洋
ロ

ン
グ
ビ
ー
チ　

内
容：
サ
ー
フ
ィ

ン
体
験
を
通
し
て
楽
し
く
交
流　

参
加
料：
男
性
５
０
０
０
円
・
女

性
３
０
０
０
円（
レ
ン
タ
ル
代
、

保
険
、
昼
食
代
含
む
）　
定
員：各

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
５
５
８
１

対
象：
市
内
在
住
で
、
全
３
回
受

講
可
能
な
方　
日
時
・
場
所
・
内

容：表
の
通
り　
定
員：２
０
０
名

（
先
着
順
）　

受
講
料：
無
料　

申

込：５
月
24
日（
金
）ま
で
に
直
接・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）　
そ
の
他：所
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
に
修

了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

均
等
割
９
割
軽
減
の
方
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
均

等
割
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
９
割
軽

減
と
な
って
い
た
方
は
、
保
険
料
軽

減
特
例
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
年

度
８
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
年

金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
納
め
て

い
る
場
合
、
引
き
落
と
し
額
へ
の

影
響
は
10
月
か
ら
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

日時・場所 内容
【第１回】

6／１土
13：30～16：00
赤羽根文化会館

文化ホール

「田原市の防災対策」
講師＝田原市防災局防災対策課長
「どうするトイレ問題！～災害時のトイレ事情と対策～」
講師＝特定非営利活動法人日本トイレ研究所
　　　代表理事　加藤　篤氏

【第2回】
11／30土

13：30～16：00
田原文化会館
多目的ホール

「非常食・備蓄食料について」
講師＝株式会社トーアス商標本部 第二営業部 総務部
　　　リーダー　瀬川　義雄氏
「災害時における男女双方の視点からの避難所運営」
講師＝認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード
プロジェクトスタッフ　椿　佳代氏

【第3回】
R２／2／23日
13：30～16：00
渥美文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区
「防災・減災対策（仮）」
講師＝名古屋大学 減災連携研究センター長・教授　
　　　福和　伸夫氏

【特別回】
7／6土

10：00～15：00
あつみライフランド

「災害時のパッククッキング」講師＝田原市赤十字奉仕団
「地震対策家具の固定（仮）」講師＝未定
●対象＝カレッジ申込者の中から参加を希望する3０名
●参加費＝無料

※内容は変更する場合があります。

田原市議会第２回定例会を開催
　本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。本会議の一般
質問は、ティーズおよびパソコン、スマートフォン、タブレット
などでもご覧いただけます。
◦議会開催予定表◦

◎時間はいずれも午前10時から
　ただし※印は午後１時３０分から

▼田原市議会事務局　☎２３-３５33
http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

月日 会議名 場所

6月10日㊊ 本会議（市長所信表明、議案説明、一部採決） 議場

6月13日㊍ 本会議（代表質問、一般質問） 議場

6月14日㊎ 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 議場

6月18日㊋ 文教厚生委員会
※総務産業委員会 第2委員会室

6月19日㊌ 予算決算委員会 第2委員会室

6月25日㊋ 本会議（委員長報告、委員長報告に対する質
疑、討論、採決） 議場

田原を美しくする推進デー
６月２日（日）／雨天決行

※地区自治会によっては、実施日が異なる場合があります。
時間・集合場所などは、各地区自治会でご確認ください。
道路や公園などに捨てられているごみを拾います。
「きれいな街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さんぜひ
ご参加ください。
▶田原を美しくする会事務局
　（廃棄物対策課内）☎２３‐３５３８
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田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋・田
原
）

　
　
　
　
　

１
０
０
２
３
５
１

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
で

は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
へ
の

職
業
相
談
・
紹
介
お
よ
び
求
人
を

募
集
さ
れ
る
事
業
者
の
求
人
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

豊
橋
と
同
じ
パ
ソ
コ
ン
で
求
人
検

索
も
行
え
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時：表
の
通
り　
場
所：田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

～「
共き

ょ
う
し
ょ
く食」の

す
す
め
～

１
０
０
５
５
７
５

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

　
食
育
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
食
育

の
日
に
は
、
家
庭
み
ん
な
で
食
事

を
す
る
共
食
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

平
成
30
年
台
風
12
号
被
災
農

業
者
向
け
施
設
撤
去
支
援

１
０
０
３
６
５
７

　
平
成
30
年
台
風
12
号
で
被
災
し

た
農
業
用
施
設
の
撤
去
に
要
し
た

経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

対
象：
平
成
30
年
台
風
12
号
で
被

災
し
た
農
業
用
施
設
を
撤
去
す

る
販
売
農
家　

日
時：
６
月
３
日

（
月
）～
８
月
30
日（
金
）／
午
前
９

時
～
午
後
５
時　
場
所：
市
役
所

農
政
課
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
営
農

企
画
課　
補
助
額：対
象
経
費（
撤

去
費
用
も
し
く
は
、
助
成
単
価
×

面
積
の
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い

額
）
の
4
分
の
１
以
内

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

更
新
手
続
き 

１
０
０
５
７
７
１

　
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
今
後

10
年
間
の
地
域
農
業
の
目
指
す
べ

き
姿
を
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど

を
経
て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。

対
象：
市
在
住
の
農
業
者　

内

容：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
、
今
後

5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
な
ど

持
ち
物：
印
鑑　

申
込：
6
月
28

日（
金
）ま
で
に
直
接
提
出

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
制
度１

０
０
５
５
７
６

対
象：
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施

し
て
お
り
、
化
学
肥
料
・
化
学
合

成
農
薬
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら

原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組

み
と
合
わ
せ
て
、
次
の
対
象
取
組

を
行
う
販
売
農
業
者
団
体
な
ど　

対
象
取
組：カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑

肥
な
ど
）の
作
付
け
、
堆
肥
の
施

用
、有
機
農
業
な
ど　
申
込
締
切：

６
月
28
日（
金
）　

そ
の
他：
新
規

申
請
の
方
は
事
前
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

田
原
市
野
菜
ソ
ム
リ
エ
育

成
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
３
６
７
３

対
象：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
②
市
税
の
滞
納
が
な
い
③
申

請
年
度
に
、一
般
社
団
法
人
日
本

野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
認
定
す

る
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
」
も
し

く
は
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」
の
資
格

を
取
得
し
た
④
本
市
が
実
施
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
資
格
取

得
講
座
の
受
講
者
で
な
い

補
助
額：上
限
５
万
円（
１
名
に
つ

き
１
回
）　
定
員：２
名（
先
着
順
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

経
営
所
得
安
定
対
策

加
入
申
請
受
付
会１

０
０
３
６
５
７

　
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
に
つ
い
て
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
所

得
向
上
な
ど
に
よ
り
農
業
経
営
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

対
象：
水
田
で
飼
料
用
米
、
飼
料

作
物
、
野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
販

売
農
家
の
方　

日
時
／
場
所：
表

の
通
り　

持
ち
物：
印
鑑
、
交
付

金
振
込
先
の
通
帳

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

日時 場所

５／23木
13：30～14：30

渥美文化会館
小会議室 A（２階）

５／24金
13：30～14：30

赤羽根市民センター
第１委員会室（３階）

５／30木
13：30～14：30

田原市役所
大会議室（北庁舎１階）

内容 利用日時

職業相談・紹介
月～金曜日

（祝日・年末年始は除く）
午前９時30分～午後５時

求人受付
（事業者対象）

毎月第２水曜日
午前１０時 30 分～正午
午後１時～３時 30 分
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期
日：
６
月
３
日（
月
）～
な
く
な

り
次
第
終
了　

配
布
場
所：
水
道

課
お
よ
び
渥
美
支
所
、
赤
羽
根
市

民
セ
ン
タ
ー

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
大

切
な
施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
つ
ま
り
や
故
障
の
原
因
に

な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
す
る
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
、
粉

じ
ん
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

水
道
週
間

６
月
１
日
土
～
７
日
金

１
０
０
０
９
８
０

▪
水
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
高
め
、
水
道
事
業

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
県
を
は
じ
め
各
市
町
村

水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
り
毎
年
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
水
の
缶
詰
「
あ

い
ち
の
水
」
の
無
料
配
布
を
行
い

ま
す
。

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
空
中
散
布

実
施
予
定
日
時：
５
月
28
日（
火
）

午
前
５
時
～
10
時
※
雨
天
、
強
風

な
ど
の
場
合
は
延
期　

場
所：
中

山
町
他
（
伊
勢
湾
側
の
保
安
林
）

面
積：１
６
０
ha　
実
施
主
体：愛

知
県

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
４
１

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農

地
へ
堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
は
、
近
隣
の
住
宅
や
観

光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
に
関
す
る
苦
情
が
約
30
件
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

十
分
発
酵
し
た
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

まもなく見頃です！

初立池のしょうぶ園

昔の棚田を利用して栽培している花しょうぶを
ぜひご覧ください。
見　頃：５月下旬～６月中旬
　        （開花状況は市ＨＰに掲載）
規　模： 面積　約3,000 ㎡
            株数　約１２,000 株
場　所：初立池南側散策路沿い３カ所
▶地域課（渥美支所）☎ 33‐1118

■特殊詐欺の被害防止対策
◎市内で市役所職員を騙る還付金詐欺の被
害が発生！！以下の事に気を付けましょう
◦在宅時でも留守番電話に設定しましょう
◦ナンバーディスプレイや被害防止対策機能付き
の電話機を選びましょう
◦電話でお金の話になったら、まずは詐欺を疑い
一度電話を切り、正しい電話番号を調べて折り
返し電話しましょう
◦金融機関や警察が電話でキャッシュカードの暗
証番号を尋ねることはありません。暗証番号を
教えたり、キャッシュカードを渡したりしないように
しましょう
◦第三者（知人、弁護士、
上司などを名乗るもの）
には現金を絶対に渡さ
ないようにしましょう

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成31年の累計

3月

●人身19件（30件）
●負傷27人（42人）
●死亡0人（0人）
●物損119件（328件）

●侵入盗0件（3件）
●乗物盗1件（2件）
●非侵入盗8件（16件）

●火災2件（7件）
●救急177件（575件）

令和元年5月  広報たはら │    │20
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製
造
業
事
業
主
の
皆
様
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協

力
く
だ
さ
い
！

１
０
０
４
９
１
６

　

総
務
省
・

経
済
産
業
省

で
は
、
6
月

1
日
現
在
で「
２
０
１
９
年
工
業
統

計
調
査
」を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。

　
事
業
所
へ
は
、
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
5
月
中
旬
か
ら

お
伺
い
し
ま
す
。

　
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

ラ
ラ
グ
ラ
ン
に

『
花
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』を

設
置
し
ま
し
た

　
三
河
田
原
駅
前
の
ラ
ラ
グ
ラ
ン

に
、
花
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
花
の
産
出
額
日
本
一
を

誇
る
花
の
ま
ち
田
原
市
の
一
層
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、市
内
で
生
産
、自
生

す
る
花
と
蝶
を
配
置
し
た
高
さ
４

ｍ
の
作
品
で
、
作
者
は
大お
お
ま
き
し
ん
じ

巻
伸
嗣

氏
。
作
品
名
は
「I

イ
モ
ー
タ
ル

m
m
ortal 

F

フ
ラ
ワ
ー
ズ

low
ers

」で
、夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
も
あ
り
、人
気
の
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

地
区
計
画
区
域
内
で
の

行
為
な
ど
の
届
け
出

１
０
０
２
３
２
２

　
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態

様
を
備
え
た
良
好
な
居
住
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
道
路
、
公
園
な

ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形

態
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

地
区
計
画
を
、
以
下
の
地
域
で
指

定
し
て
い
ま
す
。

▪
指
定
地
域

◦
田
原
木
綿
畑

◦
田
原
片
西

◦
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

◦
臨
海
田
原
1
区

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地

◦
田
原
浦
片

◦
大
久
保
団
地

届
け
出：
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
い
て
、
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
、
建
築
物
の
建
築
な
ど
を
行
う

場
合
は
、
着
手
日
の
30
日
前
ま
で

に
届
け
出
が
必
要

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
本
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る

利
用
と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開
発
行

為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行
為
を

行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市

と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象：市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

開
発
区
域
面
積
が
３
０
０
０
㎡
以

上
１
万
㎡
未
満
の
開
発
行
為（
１
万

㎡
以
上
の
場
合
は
、「
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」

の
対
象
）

※
【
開
発
行
為
】
住
宅
用
地
、
工

場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
、
太
陽

光
発
電
施
設
用
地
な
ど
の
造
成
、

土
石
の
採
取
、鉱
物
の
採
掘
、水
面

の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、し
ゅ
ん

せ
つ
、廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、そ
の

他
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
一
定
面
積
以
上
の
ま
と
ま
っ
た

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
国

土
利
用
計
画
法
や
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
人　

届
け
出
時
期：
土
地
売
買

契
約
を
行
う
前（
一
定
期
間
契
約

行
為
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た

は
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
受
け
た
人　

届
出
時
期：
土
地
売
買
契
約
日
を

含
め
２
週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

東
三
河
都
市
計
画
の
変
更

１
０
０
６
２
０
７

　
愛
知
県
が
人
口
減
少
・
超
高
齢

社
会
の
到
来
や
大
規
模
自
然
災
害

へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
変
更

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
次
の
都
市

計
画
に
つ
い
て
、
３
月
29
日
付
け

で
法
手
続
き
が
終
了
し
ま
し
た
。

◦
東
三
河
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
の
方
針

◦
東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分

◦
東
三
河
都
市
計
画
臨
港
地
区

　
ま
た
、
愛
知
県
が
決
定
す
る
都

市
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
本
市
が

決
定
す
る
次
の
都
市
計
画
の
変
更

手
続
き
も
合
わ
せ
て
終
了
し
ま
し

た
。

◦
東
三
河
都
市
計
画
用
途
地
域

◦
東
三
河
都
市
計
画
地
区
計
画

（
木
綿
畑
地
区
計
画
）

　
な
お
、
関
係
図
書
の
縦
覧
は
窓

口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１
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☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
５
日（
水
）、
11
日（
火
）
対
象：

知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ
る
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日：【
高
等
部
普
通
科
】［
説
明

会
］５
月
21
日（
火
）［
体
験
入
学
］

10
月
３
日（
木
）　
対
象
：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校

　
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
13
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分　

対
象：
聞
こ
え
や
言
葉

に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校

　
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日：【
小
・
中
・
高
学
部
】［
体

験
入
学
］
７
月
10
日（
水
）、
10
月

29
日（
火
）　

対
象：
病
気
で
療
養

し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

県
立・市
立
特
別
支
援
学
校

説
明
会
お
よ
び
体
験
入
学  

申
込：
直
接
、各

学
校
へ
電
話
に

て（
体
験
入
学
以

外
の
日
で
も
応

相
談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日：【
小・中
学
部
】［
体
験
入
学
］

６
月
26
日（
水
）、
９
月
20
日（
金
）

【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６
月
４
日

（
火
）　
対
象
：
手
足
の
不
自
由
な

お
子
さ
ん

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
野
依
町
）

☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

期
日：【
小
学
部
】［
説
明
会
］
６

月
13
日（
木
）［
体
験
入
学
］
７
月

22
日（
月
）、
９
月
10
日（
火
）【
中

学
部
】［
説
明
会
］６
月
12
日（
水
）

［
体
験
入
学
］７
月
23
日（
火
）【
高

等
部
産
業
科
】［
説
明
会
］
５
月

29
日（
水
）［
体
験
入
学
］
10
月
９

日（
水
）　

対
象：
障
害
の
程
度
が

比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
川
市
平
尾
町
）

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す 

　
平
成
19
年
６
月
か
ら
、
教
員
免

許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る

方
は
、
生
年
月
日
や
免
許
状
に
応

じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/soshiki/kyosyokuin/
koushin.htm

l/

渥
美
半
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　

生
活
習
慣

を
見
直
し
、

家
族
の
絆
を

深
め
る
一
週

間
で
す
。
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
か
ら
離
れ
て
、
各
家
庭
で
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
家
族
の
団
ら
ん
の

時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間：【
第
１
回
】６
月
３
日

（
月
）～
７
日（
金
）／
第
２
回
】11

月
18
日（
月
）～
22
日（
金
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

ホームページにバナー広告を
掲載しませんか？　 1001533　

申込方法
必要書類をそろえ、広報秘書課へ直接または郵送にて／要綱・要領・
申込書は市 HP からダウンロード可

▼広報秘書課☎22‐0138　

❖掲載期間＝１月単位（月始め～月末）
❖掲載位置＝トップページ下段５枠および右側１枠の予定
❖募集枠数＝４枠（平成 31 年４月１日現在）
❖枠サイズ＝たて 60 ピクセル×よこ 170 ピクセル
❖掲  載  料＝月 10,280 円
❖募集期間＝随時
❖参考情報＝月間ページビュー数　約 39,600 件
❖デザイン＝田原市広告掲載基準に準拠し、市のイメージを

損なわないデザイン。色数を抑え、文字などが鮮明に読み
取れるもの
❖その他＝詳細は市 HP をご確認ください

下 段 5 枠

右枠

令和元年5月  広報たはら │    │22

INFORMATION おしらせ



無
戸
籍
者
解
消
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１
０
０
０
７
６
２

　
出
生
届
を
提
出
し
な
い
と
戸
籍

に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
戸
籍
が
な

い
と
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で

不
利
益
を
被
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
電
話
で
法
務
局
ま
た
は

市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

（
０
５
３
２
）54‐９
２
８
０

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

早
朝
開
放
し
て
い
ま
す

１
０
０
３
６
６
２

内
容：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環

と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施　
開
放

施
設：【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】
中
央
公

園
・
滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公
園

【
野
球
場
】
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜

運
動
公
園
・
渥
美
運
動
公
園
【
多

目
的
広
場
】
中
央
公
園
・
滝
頭
公

園
・
緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽
根

文
化
広
場
・
渥
美
運
動
公
園　
開

放
期
間：
～
10
月
31
日（
木
）／
原

則
、
火
～
日
曜
日　

使
用
料：
各

施
設
の
規
定
の
使
用
料　

申
込：

各
施
設
の
窓
口
で
直
接
（
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
22‐６
０
６
１

22‐６
４
５
５

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
３
月
11
日
、
㈱
ヤ
マ
ナ
カ
様
か

ら
環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
金

７
万
１
３
６
８
円

▼
３
月
22
日
、
増
田
永
一
様（
静

岡
県
）か
ら
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想

の
た
め
、
金
３
０
０
０
円

▼
４
月
３
日
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
様
か
ら
親

子
交
流
館
に
子
育
て
環
境
の
充
実

の
た
め
、
お
も
ち
ゃ
一
式

　便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。また、電話予約による証明書の時間外交付も行っています。

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届書受付
※この他の証明書は交付できません。

開庁時間外にも各種証明書が受け取れます
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階） ◦お問い合わせ◦

▪電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ前日または当日）に下記時間帯に電話で予約することに
より、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ることができ
ます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、評価
証明書、所有証明書

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証
の番号をお聞きします）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税
証明書、評価証明書、所有証明書

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方
電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く

交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
は土・日曜日、祝日のみ

交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード
［個人番号カード］、住基カ
ード［写真付き］など）

◦印鑑登録証明書の場合は、
印鑑登録証
◦手数料

1000770

時間外窓口について

▼ 市民課 ☎23-3511
電話予約による証明書の時間外交付について

▼ 市民課 ☎23-3511

▼ 税務課 ☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課 ☎33-1112

注目！
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金 土 日

１０ １１ １２
おはなし会
14：00～

農業体験「田植え」
10：00～
先着20家族（要予約）

17 18 19
避難訓練  
※訓練中は一時閉館

おはなし会
10：30～

24 25 26
親子リトミック  
10：30～ と保護者

おはなし会
10：30～

子ども工作教室
「びゅんびゅんゴマで遊ぼう」
10：00～先着100名

31 6/1 2
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

7 8 9
おはなし会
14：00～

14 15 16
おはなし会
10：30～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

※毎週水曜休館
◆時間：【平日】9：00～12：

00、13：00～17:00
　【 土・日・祝 日 】9 : 0 0 ～

17:00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

5/６ ７ ８ おはなし会 ９
おはなし会
14：00～

10：30～、11:00～
チャレンジ「マンカラ」  

（～12日日） 以上
のりもの  

（～10日金）

13 14 15 16
のりもの  

（～17日金）
アイデア工作  

（～19日日） 以上

おはなし会
10：30～、11:00～

おはなしポケット  
10：30～ と保護者

２0 ２1 ２2 23
おはなし会
10：30～
工作「スクリューR-１」  

（～6/2日日） 以上

おはなし会
10：30～
絵本の読み聞かせ
10：30～11:00

7カ国語で遊ぼう！
10：30～11:00

２7 ２8 ２9 30

3 4 5 6
おはなし会
10：30～

10 11 12 13
おはなし会
10：30～、11:00～

対　象＝市内の小学校に通う１～６年生の児童（児童クラブは保護者が就労などの理由で
昼間家庭にいない児童）

申　込＝５月31日（金）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に必要
事項を記入の上、生涯学習課または渥美支所市民生活課へ直接提出

その他＝①定員を超えた場合は、学年の低い順または保護の困難性の高い順に参加を認め
ます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しくは、５月上旬に小学
校を通して配布する応募要項をご覧ください。

▶生涯学習課　☎23‐3635 22-3811

夏休み児童クラブ、放課後子ども教室 1004077 1004078

場  

所

2019 Ｍay
イベントカレンダー5月 渥美図書館

赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

２
０
０
０
円
）　
【
そ
の
他
】詳
細
は
健
康

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、ま
た
は
個
人
宛
の
通
知

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ど
れ
だ
け
気
を
付
け
て
も
、が
ん
に
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、検
診

を
受
け
て
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▪
検
診（
健
診
）を
受
診
し
ま
し
ょ
う

●
が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
第
１
位
！

　
日
本
人
の
お

よ
そ
３
人
に
１

人
が
、が
ん
で

亡
く
な
っ
て
お

り
、今
や
が
ん

は
誰
で
も
な
る

可
能
性
が
高
い
病
気
で
す
。が
ん
細
胞
が

検
診
で
発
見
さ
れ
る
大
き
さ
に
な
る
ま
で

に
は
、長
い
年
月
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
た

め
、昨
年
検
診
を
受
診
し
、異
常
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、毎
年
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

そ
し
て
、検
診
結
果
が「
要
精
密
検
査
」

だ
っ
た
場
合
に
は
、必
ず
医
療
機
関
で
精

密
検
査
を
受
診
を
し
て
、早
期
治
療
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
で
き
ま
す
！

　

食
生
活
、運

動
、適
正
体
重

の
維
持
、禁
煙
、

節
酒
な
ど
、生

活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
で
が
ん
を
予
防
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
機
会
に
、ご
自
身
だ
け
で
な

く
、ご
家
族
の
普
段
の
生
活
を
見
直
し
改

善
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

が
ん
検
診 

あ
な
た
を
守
る
新
習
慣

（
２
０
１
９
年
度
ガ
ン
征
圧
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

▪
各
種
検
診
の
ご
案
内

　
対
象
者
の
方
へ
は
５
月
中
旬
に
各
種
検

診
の
受
診
券
を
発
送
予
定
で
す
。対
象
者

で
通
知
の
な
い
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
費
用
】無
料（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
は
自
己
負
担

●❶ ●❸●❷

内ももを鍛えると、Ｏ脚の改善につながります。さら
に、変形性膝関節症にも効果があり、足の歪みも
取れます。ちょっと横になった時にいかがですか？

スポーツ課☎23-3531

❶横向きになって寝て、上側の膝を立てる。
❷息を吐きながら下側の足をゆっくり持ち上げる。
❸足を上げたまま1呼吸保持したら、下げる。
※爪先は正面に向けておきましょう。

※①～③を5～6回繰り返したら、反対も同様に行う。
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検診（健診名） 対象者
（年齢は令和2年３月３１日時点）

結核・肺がん検診 ４０歳以上の方

胃がん検診 ４０～７９歳の方

大腸がん検診 ３５～７９歳の方

乳がん検診
乳腺エコー

３０歳代の女性で昨年度未受診の方
マンモグラフィ

子宮頸がん検診　 ２０～７９歳の女性で昨年度未受診の方

子宮頸がん検診+HPV検査 ２５～６５歳の方（自己負担２，０００円）で、
子宮頸がん検診を昨年度未受診の方

前立腺がん検診 ５０・５５・６０・６５・７０歳の男性

肝炎ウイルス検診 ４０・４５・５０・５５・６０歳で過去に同検査を
受けたことがない方

成人歯科検診 ２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・５５・６０・６５・
７０・７５・８０歳の方

骨粗しょう症検診 ４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性

健康応援検診 ３５～３９歳の方
４０歳以上で生活保護を受給している方

※会社などで検診（健診）の機会がなく、治療中や経過観察中でな
い方が対象。

※80歳以上で、大腸がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診を希望
の方は、健康課までご連絡ください。胃がん検診は安全性の確保
が難しいため、検診を希望の方は主治医にご確認ください。
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

●休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

当直医 電話番号

6月9日（日）
富永医院 ☎23‐1316
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
すずき歯科 ☎23‐0033

6月16日（日）
川瀬医院 ☎35‐1511
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

6月23日（日）
田原市赤羽根診療所 ☎45‐3505
木村歯科医院 ☎22‐0404

6月30日（日）
永井医院 ☎22‐0227
かんべ整形リハビリクリニック ☎24‐2252
平野歯科医院 ☎22‐0214

月　日 当直医 電話番号

5月12日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

5月19日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

5月26日（日）
第2国見医院 ☎23‐2302
金田歯科医院 ☎24‐1800

6月2日（日）
おかだクリニック ☎37‐0001
まち眼科 ☎22‐2710
田原歯科クリニック ☎23‐1626

【
お
知
ら
せ
】

▪
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン（
任
意
予
防

接
種
）接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
開
始　

   

　
５
月
か
ら
、お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
始
め
ま

す
。

【
対
象
】本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

【
接
種
時
期
】１
歳
以
上
２
歳
未
満　
【
接

種
場
所
】市
内
指
定
医
療
機
関　
【
助
成
回

数
／
助
成
額
】１
人
１
回　

２
０
０
０
円

※
接
種
費
用
は
、医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す　
【
持
ち
物
】母
子
健
康
手
帳
、

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
の
証
明
が

で
き
る
書
類（
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証

ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
）　
【
そ
の
他
】

接
種
対
象
者
へ
個
別
通
知
を
し
ま
す
。任

意
接
種
の
た
め
、接
種
の
前
に
は
医
師
か

ら
十
分
な
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。保

護
者
の
理
解
と
同
意
の
基
、接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

▪
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
登
録
研
修
会
の

受
講
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
５
２
２
３                  

【
対
象
者
】次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
②
本
年
度
愛
知
県
健
康
づ
く

り
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
研
修
会
受
講
③

市
や
地
域
の
依
頼
に
応
じ
て
運
動
指
導
な

ど
を
行
え
る
方
な
ど　
【
助
成
対
象
】受
講

に
係
る
旅
費
な
ど　
【
助
成
内
容
】経
費
の

２
分
の
１
以
内（
上
限
１
万
６
０
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
、ま
た
は
健
康
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　

田
原
市
歯
科
医
師
会
の
主
催
で「
歯
と

口
の
健
康

週
間
」に

合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し

ま
す
。ど

な
た
で
も

参
加
で
き

ま
す
の
で
、

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】６
月
２
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分（
受
付
正
午
ま
で
）　
【
場
所
】田

原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル（
は
な
の
き

広
場
も
駐
車
場
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま

す
）　
【
内
容
】歯
科
健
診
、フ
ッ
化
物
塗

布
、歯
並
び
や
歯
周
病
・
義
歯
な
ど
の
相

談
、口
の
中
の
細
菌
検
査
コ
ー
ナ
ー
、小
中

学
生
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
、食
生
活

ク
イ
ズ
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
、歯
科
技
工
士
に

よ
る
入
れ
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、災
害
時

の
口
腔
ケ
ア
の
紹
介
な
ど　
【
参
加
費
】無

料　
【
申
込
】不
要

▲昨年の歯の健康フェスティバルの様子

▪「
成
人
男
性
風
し
ん
の
抗
体
検
査
」・「
風
し

ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
」の
実
施
に
つ
い
て

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月

１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、こ
れ
ま

で
に
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
風
し
ん
の
定

期
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、抗

体
保
有
率
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、右
記
の
年
代
の
男
性
を
対
象
と

し
て
風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
抗
体
価

が
陰
性
の
人
に
対
す
る
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
令
和
元
～
３
年
度
の
３
年

間
で
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
へ
は
、ク
ー
ポ
ン
券
が
発
送
さ

れ
ま
す（
今
年
度
は
５
月
下
旬
～
６
月
に

発
送
予
定
）。

　

な
お
、平
成
31
年
度
の
対
象
者
で
な
く

て
も
、対
象
者
で
あ
れ
ば
、早
期
の
受
診
が

可
能
で
す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
健
康

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年度 対象者

令和元年度 昭和47年4月2日～
昭和54年4月1日生まれの男性

令和2年度 決定次第通知します

令和3年度 決定次第通知します

●成人男性風しん抗体検査・予防接種対象者
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カーネーション
（花／出荷時期：９月～６月）

母の日に贈る花として親し
まれています。本市は県内２
位の出荷量で、年間約４６５
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ラベンダー
（鉢花／出荷時期：4月～５月）

花から取れるラベンダー油
はアロマオイルとしても人
気です。本市では年間約３万
10００鉢出荷されています。

花ことば

沈黙

農政課  ☎23-3517

花 鉢
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今月の 5月の

⑥
工
事
完
了
後
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
市
へ

工
事
の
完
了
報
告

⑦
市
が
現
場
を
確
認
し
、
補
助
金
を
交
付

【
注
意
事
項
】

◦
工
事
着
工
後
の
補
助
金
申
請
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
現
場
確
認
が
で

き
る
よ
う
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
と
な
る
高
齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
場
合
、工
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

◦
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す
。

【
申
込
】

　
令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
へ

「
申
請
書
」「
工
事
見
積
書
の
写
し
」「
改
善
前

の
写
真
」「
改
善
前
・
改
善
後
の
見
取
図
（
平

面
図
）」
を
直
接
提
出

※
毎
月
第
２
水
曜
日
ま
で
の
申
請
と
第
４
水
曜

日
ま
で
の
申
請
を
取
り
ま
と
め
、
現
場
確
認
を

実
施
し
ま
す
。

▪
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
１　
ど
の
よ
う
な
改
善
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
か
。

Ａ
1　
手
す
り
の
取
り
付
け
や
、
ト
イ
レ
・
風

呂
の
段
差
を
な
く
す
工
事
な
ど
、
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
く
な
る
工
事
の
補
助
で
す
。

　
　
例
え
ば
、
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の

快
適
な
住
ま
い
の
た
め
に

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
人
に

や
さ
し
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

【
内
容
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
15
万
円
）

◦
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
や

手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
高
齢
者
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
に
改
善
す
る
場
合

◦
防
災
ベ
ッ
ド
、
防
災
フ
レ
ー
ム
、
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
場
合

【
補
助
の
流
れ
】

①
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
申
請

②
申
請
後
、
市
で
内
容
を
審
査

③
市
職
員
・
施
工
業
者
お
よ
び
申
請
者
の
三
者

で
現
場
を
確
認

④
対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
補
助
を
決
定

⑤
工
事
実
施

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、
対
象
工
事
と
な
り
ま

す
が
、
洋
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
取
り

替
え
は
補
助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２　
申
請
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

Ａ
２　
工
事
を
予
定
し
て
い
る
業
者
に
相
談
の

上
、
必
要
書
類
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

Ｑ
３　
家
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
補
助
申
請
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
３　
補
助
対
象
と
な
る
部
分
の
み
の
申
請
も

可
能
で
す
。
必
要
書
類
の
内
容
な
ど
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
み
慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体

操
教
室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
Ｈ
Ｐ（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る

と
詳
し
い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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カーネーション
（花／出荷時期：９月～６月）

母の日に贈る花として親し
まれています。本市は県内２
位の出荷量で、年間約４６５
万本出荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ラベンダー
（鉢花／出荷時期：4月～５月）

花から取れるラベンダー油
はアロマオイルとしても人
気です。本市では年間約３万
10００鉢出荷されています。

花ことば

沈黙

農政課  ☎23-3517

花 鉢

38

今月の 5月の

２
千
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。野
菜
に
つ
い
て
は
、

39
億
７
千
万
円
増
と
な
る
３
３
９
億
６
千
万
円
で
、

前
年
比
11
・
７
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
野

菜
の
産
出
額
の
増
加
の
理
由
と
し
て
、
露
地
野
菜
全

般
の
相
場
が
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
、
大
き
く
影
響

し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成

29
年
の
本
市
の

部
門
別
産
出
額

に
お
い
て
は
、

野
菜
の
産
出
額

が
過
去
３
年
と

も
全
国
ト
ッ
プ

だ
っ
た
花
き
を

上
回
り
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、

5
年
連
続
市
町

村
別
農
業
産
出

額
日
本
一
に
向

け
、
今
後
も
渥

美
半
島
田
原
市

の
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
市
町
村
別
農
業
産
出
額
と
は
、
農
林
水
産
省
が
都

道
府
県
別
農
業
産
出
額
を
基
に
作
成
し
、
地
域
に
密

着
し
た
農
業
政
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
年
連
続
、
農
業
日
本
一
の
ま
ち

　
農
林
水
産
省
が
「
平
成

29
年
市
町
村
別
農
業
産

出
額
（
推
計
）」
を
公
表

し
、
本
市
の
農
業
産
出

額
は
８
８
３
億
３
千
万

円
で
、
日
本
一
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
町
村
別
農
業
産
出
額
（
推
計
）
が
公

表
さ
れ
始
め
た
平
成
26
年
か
ら
４
年
連
続
と
な
っ
て

い
ま
す
。
前
年
と
比
較
す
る
と
、
30
億
５
千
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
部
門
別
に
見
る
と
、
花
き
が
３
０
２
億
７
千
万
円

で
８
億
４
千
万
円
の
減
、
畜
産
が
２
２
４
億
円
で

順位 市町村名（県名） 金額（億円）

１ 田原市（愛知） 888.3

2 都城市（宮崎） 771.5

3 鉾田市（茨城） 754.1

4 別海町（北海道） 646.7

5 旭市（千葉） 581.9

6 新潟市（新潟） 579.8

7 浜松市（静岡） 512.1

8 熊本市（熊本） 457.9

9 豊橋市（愛知） 457.8

10 鹿屋市（鹿児島） 455.9

●平成29年市町村別農業産出額

◦田原市のブロッコリーとキャベツ
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H29年度 1月
H30年度 1月

H29年度 2月
H30年度 2月

H29年度 3月
H30年度 3月 1,286.16

［田原市調べ］

海で楽しく遊べるように水を汚さないようにしましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）　※COD=水の汚れを表す指標

H29 2月 5月 8月 H30 2月 5月 8月 H31 2月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

11月 11月

1,296.03

1,086.53

1,133.00

1,336.84

1,451.08

中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
5月▶7日火、10日金、13日月、20日月、
        27日月
6月▶3日月、10日月、14日金、17日月、
        24日月

【特別整理期間】 ホットニュースをご覧ください。

を設置される方　※「たはらエコチャレンジ宣言」
の登録は、環境政策課にて随時受け付けています。
配布数：100袋（先着順）
配布期限：５月31日（金）　平日業務時間内
配布場所：環境政策課（南庁舎２階）

▼環境政策課☎ 23-3541

　今年も暑い夏の日がすぐそこまで来ていますが、
皆さんはどのような暑さ対策を考えていますか。
　エアコンをつけると部屋の中は涼しくなります
が、その代わりに室外機から熱が放出され、まち
全体が暑くなってしまいます。
　また、エアコンはエネルギーをたくさん使うた
め、二酸化炭素などの温室効果ガスの排出が増え、
地球温暖化にもつながってしまいます。
　そこで、窓際に「緑のカーテン」を設置して
日差しをさえぎることに
よって、周囲の気温や室
温の上昇を防ぐことがで
きます。エアコンの使用
時間を減らすことができ
れば、家計にも地球にも
優しくできます。
　みんなで緑のカーテンを作って、地球にやさし
い快適な夏を過ごしましょう。

○ゴーヤの種を無料配布します　      1003694
　緑のカーテンを設置したい方に、無料でゴーヤ
の種を配布します。
対象：「たはらエコチャレンジ宣言」に登録され
ている方で、市内の住宅や事業所に緑のカーテン

夏に向けて「緑のカーテン」を作ろう

【アスベスト建材の受け入れ】
　平成 18 年以前に建築された家屋などには、
アスベスト（石綿）を含む建材が使用されてい
ることがあります。用途として最も代表的なも
のは、住宅屋根用化粧スレートで、この他、波
型スレートや壁材、間仕切り材、床材、天井材
などに使用されています。
　ご自身が家屋をリフォームした場合に不用と
なったアスベストを含む建材や、台風などで破
損した農業用倉庫などの外壁（波型スレート）
について各資源化・環境センターで受け入れを
開始しました。
　各資源化・環境センターに持ち込む場合は、
事前に廃棄物対策課までご連絡ください。

▼廃棄物対策課☎ 23-3538

▲赤羽根市民センターの緑
　のカーテン

令和元年5月  広報たはら │    │30



中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
5月▶7日火、10日金、13日月、20日月、
        27日月
6月▶3日月、10日月、14日金、17日月、
        24日月

【特別整理期間】 ホットニュースをご覧ください。

『お茶にしましょ』
菅野博子／脚本・絵
雲母書房　C/ｵ

暮らしの中にある道具や食べ物
を使って、ことば遊びをしながら
楽しむ高齢者向け紙芝居。他に

『金色夜叉』などあります。

『１本からできる花のあしらい帖』
大久保有加／花アレンジ・スタイリング
オレンジページ　627.9/ｵ

コップや空きビンを使った、シンプル
で可愛らしいフラワーアレンジメント
の指南書です。

◎リクエストサービスについて
　田原市図書館にない資料を、リクエストに応えて提
供するサービスです。リクエストカードをカウンター
に提出、または電話でリクエストしてください。
　リクエストの対象は、すでに出版されているか、発
売日が決まっている本に限ります。雑誌、マンガ、視聴
覚資料は対象外です。
　まれに貸し出しまで数カ月かかる本や提供できな
い本があったり、貸出期間が通常より短くなったりす
る場合があります。

◎特別整理期間のお知らせ
　図書館では毎年、５月末から６月上旬にかけて「特
別整理期間」という休館日を設けています。特別整理
期間中は、貸出中を除いた全ての資料のバーコードを
読み込んで、行方不明になっている資料がないかどう
か調べる、棚卸し作業をします。
　今年度は以下の日程で休館させていただきます。
▶中央図書館　５月28日（火）～31日（金）
▶赤羽根図書館　6月4日（火）・5日（水）
▶渥美図書館　6月5日（水）～7日（金）

　全館同時に休館することはありませんので、各館の
休館中には、他の館をご利用いただけます。
　また、期間中も返却ポストに資料を返すことは可能
です。
　詳しくは、図書館で配布のカレンダー、またはＨＰ
をご覧ください。
▶中央図書館　☎23-4946

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．「天
てんぴょうかんぽう

平感宝」という四文字の元号があると聞い
たけど、いつのこと？
◎調べるキーワード
「元号」「年号」「天平感宝」

A．キーワードで調べると、歴史の棚に関連の資
料が見つかります。「天平感宝」は、西暦７４９年５月
４日（和暦：天平２１年４月１４日）から８月１９日まで
の約３カ月間です。『天皇と元号の大研究』には、
東大寺の大仏の表面
に使われている金は
７４９年に日本で初め
て採れたもので、聖武
天皇はこの金が採れ
たことを仏に感謝して
元号を改めたという
記述があります。

◎調べた本
『天皇と元号の大研究』 高森明勅/監修 ＰＨＰ研究
所 288/ﾃ　『日本年号史大事典』所功/編 雄山閣
210.02/ﾆ

●中央図書館
 一　般▶5月11日土～6月13日木	「仕事とマナー」
 子ども▶～5月26日日	 「宇宙から、こんにちは」

●赤羽根図書館
 一　般▶5月11日土～6月13日木	「感謝を伝える」
 子ども▶5月11日土～6月13日木	「ずかんでさがしてみよう♪」

●渥美図書館
 一　般▶5月11日土～6月13日木	「キミはまだキタカントウ
	   を知らない」
 子ども▶5月11日土～6月13日木	「おでかけしよう」

広報たはら  令和元年5月│    │31
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田
原
の
城
下
町
の
道
路

　
道
路
は
私
た
ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
自
転
車
や
車
で
移
動
し
て

い
る
と
、
真
っ
す
ぐ
な
道
路
以
外
に
も
折

れ
曲
が
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
た

り
、Ｔ
字
路
だ
っ
た
り
、坂
道
だ
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
形
の
道
路
に
出
会
い
ま
す
。

　
道
路
は
長
い
年
月
を
か
け
て
整
備
さ
れ
、

形
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
昔
の
形
を

そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
近
世
の
田
原
の
城
下
町
で
使

用
さ
れ
現
在
も
当
時
と
同
じ
形
が
残
っ
て

い
る
道
路
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
三
河
田
原
駅
か
ら
西
側
の
小

道
に
入
る
と
城
宝
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。

城
宝
寺
の
南
側
に
通
っ
て
い
る
道
路
は

「
寺
下
通
り
」
と
呼
ば
れ
、
東
か
ら
順
に

城じ
ょ
う
ほ
う
じ

宝
寺
（
浄
土
宗
）、
慶け
い
う
ん
じ

雲
寺
（
曹
洞
宗
）、

龍り
ゅ
う
せ
ん
じ

泉
寺
（
浄
土
真
宗
）、龍り
ゅ
う
も
ん
じ

門
寺
（
曹
洞
宗
）

と
道
路
沿
い
に
寺
が
４
つ
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
地
域
は
城
下
町
の
最
南
端
と

し
て
江
戸
時
代
に
意
図
的
に
寺
を
集
中
さ

せ
た
場
所
で
し
た
。
龍
門
寺
の
東
に
は
北

側
に
進
め
る
坂
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、

こ
こ
に
は
木
戸
と
呼
ば
れ
る
門
が
設
け
ら

れ
て
、
城
下
町
に
入
る
場
所
の
１
つ
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
坂
を
上
っ
て
い
く

と
か
ぎ
の
手
に
曲
が
っ
た
道
路
に
突
き
当

た
り
、
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
で

を
含
む
田
原
城
の
入
口
と
し
て
重
要
な
門

で
し
た
。
道
路
の
東
側
に
は
惣
門
の
石
垣

が
現
在
で
も
一
部
残
っ
て
い
ま
す
。
惣
門

を
越
え
る
と
、
ま
た
折
れ
曲
が
っ
た
道
路

が
あ
り
、
田
原
城
に
通
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
折
れ
曲
が
っ
た
道
路
の
横
に
は
江
戸
時

代
に
番
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
番

所
を
通
過
す
る
こ
と
で
田
原
城
の
桜
門
の

あ
る
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
城
下
町
の
入
口
か
ら
田
原

城
ま
で
の
道
路
に
も
昔
の
工
夫
や
ど
の
よ

う
な
場
所
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
、
と
て

も
面
白
い
で
す
。

　
普
段
か
ら
な
に
げ
な
く
通
っ
て
い
る
道

路
を
少
し
気
に
掛
け
て
見
て
み
た
ら
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（

学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
通
り
や

す
い
直
線
で
は
な
く
道
を
わ
ざ

と
曲
げ
る
こ
と
で
、
城
に
攻
め

込
む
敵
兵
の
足
を
遅
く
さ
せ
、

守
る
方
が
攻
撃
し
や
す
い
よ
う

に
造
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
か
ぎ
の
手
に
曲
が
っ
た
道

路
は
城
下
町
に
よ
く
見
ら
れ
る

構
造
で
、
道
路
を
造
る
際
の
工

夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
、北
に
真
っ
す
ぐ
進
ん
で
行
く

と
本
町
通
り
に
突
き
当
た
り
、
真
っ
す
ぐ

進
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

本
町
通
り
は
江
戸
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
町

屋
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま

東
に
少
し
行
く
と
北
側
に
進
む
道
路
が
あ

り
、
こ
の
道
路
を
進
む
と
田
原
城
の
惣
門

跡
に
着
き
ま
す
。
こ
の
惣
門
は
武
家
屋
敷◦惣門跡（東側に一部石垣が残る）

◦新町のかぎの手に曲がった道
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～５/９木
すくっと開所式

田原市戦没者追悼式

５/９木～５/23木
サンテパルク農業祭

市民カレッジ

５/23木～６/６木
緑花まつり

鎧を着てみよう

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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キラキラの折り紙もたくさん貼って、す
てきな作品ができました。

絵の具で髪の毛を描くのが
難しかったよ。

 え    　　ぐ　　　かみ　　　け　　　か

　　　　　　　　　　　お　　 がみ                               は

かわいいフォトフレームができたね。大
好きなピカチュウが上手に折れました。

　　　　　　　　　　　　　     　　　　　  だい

評

清田保育園

北﨑海成くん（６歳）

清田保育園

下房地ひよりさん（5歳）

人体のフォルムを的確に
捉えた躍動感を感じる品
です。効果的に高さを表
現しています。

評卓球のラリーを捉えた
作品です。腰を落とした
やや前傾の姿勢により、
力強さが感じられます。

評 東部中学校２年

成田健吾さん

東部中学校２年

根本華澄さん
 か　 すみ

毛糸を頑張ってたくさん巻
いたよ。

か い 　 せ い

けん　 ご

工作

 　　　    　  

工作

杉原
梨華
先生

  す じょう ず　   　お
評

 け   いと　　 がん　ば　　　　　　　　　　          ま  

むずか

さく ひん

▼
仲
が
良
い
ほ
ど
喧
嘩
す
る
と
言
い

ま
す
が
、喧
嘩
し
て
も
い
つ
も
く
っつ
い

て
い
る
の
が
兄
弟
。大
人
に
な
る
と
兄

弟
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。マ
マ
に
で
き
な
い
話
で

も
し
て
い
る
の
か
な
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】サ
ン
テ
パ
ル
ク
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

●人口と世帯数（平成31年4月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 29人 死亡 63人

転入 263人 転出 393人

増減 -164人

総人口 62,191人

男性 31,488人

女性 30,703人

世帯数 22,456世帯

※増減は2月中です

今月　納税・使用料の

固定資産税・都市計画税
（前期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

納期限 金5月31日

ダムがピンチです！！節水にご協力ください。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

34.4%
（17,815千㎥）

平成31年4月23日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.844  令

和
元

年
5月

号
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